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コミットメント

４つのDをNSGグループの戦略的な柱に据え、目標達成を目指す

● 私たちは、すべてのステークホルダーのために、そしてステークホルダーとともに、持続可能な社会を実現する
価値を創造する

● 私たちは、顧客のソリューションにおいて重要な役割を果たすガラスとその技術・サービスを開発し、提供する
● 私たちは、顧客の潜在的なニーズを深く理解し、有形無形の資産を活用して顧客に適したソリューションを
提供する

● 私たちは、グローバルで多様性に富み、ガラスに情熱を持ち、才能あふれるチームを誇りとし、人材への投資を
続けていく

グループの戦略方針

中期経営計画 2030 Vision：Shift the Phase

Our Vision
使 命

快適な生活空間の
創造で、より良い
世界を築く

コアバリュー
・人を尊重し、人を活かす
・信用を重んじ、誠実に行動する
・社会に役立つ
・自ら考え行動する
・失敗を恐れず挑戦する
・やり抜き結果を出す

目指す姿

先進の発想で変化を起こし、
すべての分野で
最も信頼される
パートナーとなる

NSGグループ経営指針「Our Vision」は会社を変えていく

私たちの決意と、長年にわたって築かれた価値観（誠実で

倫理的な行動、安全と技術の追求、人の尊重）を基盤として

います。

NSGグループは、Our Visionを経営の指針とし、お客様と

社会が求める多様なニーズに対して従来のガラスを超える

プラスアルファの価値を提供することにより、持続的成長

可能な社会の実現を目指しています。

Our Vision／2030 Vision : NSGグループが目指す姿 ……………………………… P2
世界のNSGグループ／NSGの歩み／数字で見るNSGグループ……………………… P3
建築用ガラス事業 ………………………………………………………………………… P5
自動車用ガラス事業 ……………………………………………………………………… P7
クリエイティブ・テクノロジー事業 ……………………………………………………… P9
研究開発 ………………………………………………………………………………… P11
サステナビリティ活動 …………………………………………………………………… P13
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新製品および事業開発の強化を図り

社会の脱炭素化への貢献を目指す

デジタルをフル活用した付加価値の高い
オペレーションを構築して

フェーズシフトをもたらす
真に多様で包括的なチームを実現する

新製品および事業開発の強化を図り

社会の脱炭素化への貢献を目指す

デジタルをフル活用した付加価値の高い
オペレーションを構築して

フェーズシフトをもたらす
真に多様で包括的なチームを実現する

Business
Development

Decarbonization

Diverse Talent

Digital Transformation

Shift the Phase
（フェーズを変える）

ゴール
企業としてのフェーズを変え、持続可能な社会の発展に不可欠な存在を目指す
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世界のNSGグループ

NSGの歩み

1918-1940s
創業・黎明期

日米板硝子株式会社として大阪に設立
社名を日本板硝子株式会社へ変更

四日市工場（現・四日市事業所）開設

数字で見るNSGグループ

日本板硝子グループ（NSGグループ）は、世界最大級のガラスメーカーとして、日本をはじめ、
欧州、北米、南米、アジアの各地に主要製造拠点を擁し、世界100ヵ国以上で製品を販売しています。

1918年

1931年

1936年

2000s
ピルキントン買収と
グローバル化

本店所在地を大阪から東京に移転
英国ピルキントン社を買収
板ガラス分野で世界最大手の一角へ
委員会設置会社（現・指名委員会等設置会社）に移行

2004年
2006年

2008年

1950s-1960s
事業拡大と
フロート時代の到来

東京等の証券取引所に株式上場

舞鶴工場（現・舞鶴事業所）開設

千葉工場（現・千葉事業所）開設

東洋初、舞鶴事業所でフロート板ガラス生産を開始

1950年

1952年

1964年

1965年

1970s-1990s
海外進出と事業の多角化

マレーシアに初の海外製造拠点開設

相模原製造所（現・相模原事業所）開設

中国、東南アジア（ベトナム等）に製造拠点を開設・拡充

1971年

1980年

1990年代後半

2018年
2020年
2023年

2024年
2025年

2026年

販売拠点国

100ヵ国以上

会社設立

1918年

全世界に26窯
フロート窯数
（2026年3月期）

従業員数
（2026年3月期）

全世界に
約24,800人8,795

億円

売上高
（2026年3月期）

ガラスなど無機材料研究
助成活動への支援
（2026年6月現在 累計）

（公財）日本板硝子材料工学助成会助成実績

1,566件
（総額19.8億円）

オンラインコーティング
ガラスシェア

世界

第1位
（10窯）

マルチファンクション
プリンター用レンズシェア

世界

第1位
経営指針「Our Vision」策定
太陽電池パネル用ガラス製造のため北米に新工場、ベトナム拠点増強
マレーシアでガラス製造ラインを、太陽電池パネル用ガラス製造設備
に改修・操業開始
中期経営計画「2030 Vision : Shift the Phase」を発表
アメリカ（ロスフォード）でガラス製造ラインを、太陽電池パネル用  
ガラス製造設備に改修・操業開始
新生NSGグループに向けた抜本的施策を公表

日本

メキシコ
メヒカリ

フロート窯

フロート窯＋オンラインコーティング

自動車用ガラス
製造拠点

クリエイティブ・テクノロジー
（高機能ガラス）製造拠点

カナダ

コリングウッド
グエルフ
ホイットビー

チリ

コンセプシオン　

ブラジル

カサパーバ
バーハ・べーリャ

アルゼンチン

ラバロール
カルダレス　
ムンロ

千葉　
舞鶴
京都　　栃木
相模原　　津
四日市
龍ヶ崎（カガミクリスタル）

ベトナム
バリアブンタウ

マレーシア

ジョホール・バル
スンガイ・ブロー

フィンランド
タンペレ
ライティラ

ポーランド

サンドミエシュ　
フミエルフ
スキエルニエビツェ

インド
バイザック

スペイン
サグント

イギリス
セントヘレンズ
レディッチ

イタリア
サンサルボ
ベネチア

ドイツ
グラートベック
バイアハマー
ビッテン
アーケン

売上高構成比率（2026年3月期）

高機能ガラス

5％ 建築用
ガラス
43％

自動車用
ガラス
52％

欧州
16％

アジア
12％

アジア
9％ 米州

14％

米州
21％

5
％

欧州
22％

クリエイティブ・テクノロジー事業

中国

蘇州

アメリカ

ロスフォード
オタワ
ローリンバーグ
ラッキー
シェルビービル
バーセイルズ
レキシントン
ナイルス
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建築用ガラス事業

独自の技術と付加価値で
建築が向かう未来へ

建築分野において、なくてはならないガラス。
建物に居住する人のスタイルや社会の変化によりガラス製品に対するニーズは多様化しています。
NSGグループは、グローバル市場で信頼される販売ネットワークと先進の技術をベースに、高付加価値な製品を
数多く世の中に送り出しています。

フロート板ガラスの製造工程

NSGグループの建築用ガラス事業は、カーボンニュートラルに向けて、エネルギー効率の向上や
CO2排出量の削減に寄与する製品を提供しています。
これからも、さまざまなニーズに対応した高付加価値のガラス製品を開発し、ご提案させていただきます。
新築はもちろん、既存の建築物の省エネルギー効率を向上させる活動を進め、カーボンニュートラル
達成を目指します。

NSGグループ社員からの一言

Low-E複層ガラスは、日射熱を反射したり室温を保つ効果があり、
冷暖房負荷軽減に効果を発揮します。

フロート法は、1950年代に現在のNSGグルー
プの一員である英国ピルキントン社が発明し
た画期的なガラス製造法です。
その工法は、約1600℃まで加熱し、溶けたガ
ラスを溶融錫（スズ）の敷かれた炉（フロート
バス）に流し込み、錫の上に浮かべることで、
両面が完全に平らで均等な厚みの板ガラスを
製造するものです。
速度を調節し、徐々に冷却しながら成形した
板ガラスを連続的に引き出すことにより、所定
の厚みの平滑なフロート板ガラスが製造され
ます。

表面に薄い透明導電膜を成膜したガラスは、ペロブスカイト型を含む
太陽光発電や、エレクトロクロミックガラスなどの最先端技術の発展
を支えています。

世界で初めて商業生産された真空ガラス「スペーシア®」は、一枚ガラ
スの4倍、一般的な複層ガラスの約2倍の断熱性能を実現しています。

構造図

２枚のガラスの間に強靭な中間膜を圧着することで、耐貫通性に優れ、
強風時の飛来物や不審者の侵入を防ぎ、安心・安全な暮らしを実現
します。

板ガラス＋中間膜60mil（約1.5㎜）以上
＋板ガラス

割れても貫通しにくい構造
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Connected（コネクティッド）、Autonomous/Automated（自動化）、Shared（シェアリング）、Electric（電動化）
といった「CASE」と呼ばれる新しい領域で技術革新が進む中、クルマの概念は大きく変わろうとしています。
NSGグループは、自動車用ガラスのイノベーションを通して、ますます複雑・高度化するニーズに対応した独創的な
技術と柔軟なソリューションを提供しています。

「CASE」に対応した
私たちにしかできない
技術革新を次々と
自動車用ガラス事業 デジタルT Vの電波を

受信可能なアンテナを
搭載したフロントガラ
スを世界に先駆けて開
発するなど「つながる」
社会の実現に貢献してい
ます。今後を見据えた
V 2 Xアンテナの開発に
も取り組んでいます。

周囲の光景と重ね合わ
せて鮮明に情報を投影
させるH U Dには、高い
ガラス面精度のフロン
トガラス製造技術が必
要不可欠です。N S Gグ
ループはさらに多様な
情報を投影可能な世界
初のAR-HUD対応ガラ
スも提供しています。

インターネット回線とつながった自動車は、今や情報端末化しています。この機能の安全な運用を支えるのが、アンテナ技術やガラ
スに情報を映し出すディスプレイ機能。これまでに培った技術で、ガラスに新たな価値を提供しています。

室内側のガラス表面に
コーティングを施し、
手が触れた際の指紋、
汚れなどの付着を防止
し、室内を綺麗に保つ
ことに貢献します。

ガラスにコーティングさ
れたスーパーUV＋IRカ
ット/Low-E膜が太陽の
紫外線･熱を吸収反射
し、車内の冷暖房効率
を高めることで、一年を
通して車内空間の快適
性を高めることに貢献
します。
＊Low-Emissive（低放射）

全世界で走る自動車のおよそ4台に1台は、NSGグループのガラスを使っています。
自動車が単なる乗り物から多機能な「モビリティ」に変化する中、私たち自動車用ガラス事業も、
培った技術を活かした高付加価値な製品開発を拡大しています。新車用だけでなく、
補修用、鉄道車両、建設車両などさまざまなガラスを提供しています。
窓ガラスに刻印されている「Nippon Safety」は私たちの技術を結集した安全なガラスのマークです。
ぜひ、クルマや列車の窓にもNSGグループの存在を感じてみてください！

NSGグループ社員からの一言

特殊な調光フィルムに
より、瞬時に透過光を
コントロールできます
（スイッチオン時は透
明、オフ時は不透明）。
ルーフやパーテーショ
ンへの採用により、エ
レガントな空間を演出
します。

ガラスの曇りを抑え、
冬場・梅雨時の厳しい
環境下でもA D A Sを
安全に作動させる技
術です。
電力を使わないため、
自動車の省エネルギ
ー化にも貢献します。
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独自のガラス材料技術を基盤に、設計から量産まで一貫して展開。
お客様との対話を重ね、光学・電気・機械・意匠など、多様な特性を作り込み、幅広い市場へ
多様な製品を提供しています。
ガラスの可能性をさらに広げ、社会に新たな価値を届けています。

クリエイティブ・テクノロジー事業は、NSGグループが多様なガラス製品で培ってきた技術を、
新しい社会価値へとつなげています。
人々の目に触れにくい場所に使われながらも、日常や産業、社会をグローバルに支えている
製品を開発・製造・販売しています。
私たちの新たな価値を創造する次世代ガラスソリューションにご注目ください。

NSGグループ社員からの一言

クリエイティブ・テクノロジー（高機能ガラス）事業

ガラスで新しい未来を創造する
Glass & Beyond®

次世代の高性能半導体パッケージ基板向けに開発した薄板ガラス
です。専用のガラス組成と高精度な穴あけ加工技術により、低誘電損
失、低熱膨張、マイクロクラックレスを実現しています。

半導体や電子部品に用いられる先進ガラス材料です。信号を速く正
確に伝える低誘電特性と、樹脂基板の反りや変形を抑える安定性
で、高速通信や小型・高性能化が進む半導体デバイスを支えます。

高い強度と平坦性を備え、意匠性と安全性を両立した薄板ガラスで
す。車載ディスプレイ用カバーガラスや軽量ウィンドシールドに採用
され、自動車の軽量化や快適性向上に寄与しています。

エンジンの回転を同期させ、バルブを正確に動かす「タイミングベルト」の
強度を高める補強材で、世界No.1のシェアを誇ります。軽くて強い特性に
より、高い耐久性と寸法安定性により、静かで効率のよいエンジン駆動を
実現します。　その他、各種産業用駆動ベルトにも用途を拡大しています。

円柱状で、両端が平坦というシンプルな形状のガラスレンズ。屈折率を
制御するユニークな技術で、プリンターや複合機の読み取り（スキャ
ン）・書き込み（印刷）部品に使われています。高画質と高い信頼性を
両立し、複合機用レンズ市場で世界No.1のシェアを誇っています。

ガラスフレークに、金属酸化物/金属などを被覆したラメ材の一種で
す。自動車塗料や化粧品など幅広い分野で使用され、光輝感のある
デザインの実現に貢献します。

高速通信・大容量データ社会に求められる半導体の未来を実現

高機能材料ウェブサイト
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研究開発分野では絶えず新しい製品やサービスを生み出し続けていくことが要求されます。

そこに必要とされるのは創造に対する新しい視点とアイデアです。

大学などの研究機関のアイデアは社内にはない技術に関する深い知識の宝庫です。

NSGグループでは国内外の様々な大学と連携して次世代の課題に取り組んでいます。

今後力を入れていく研究開発領域

研究開発

ガラスの歴史を作ってきた伝統と
次の時代へのイノベーション

社会課題や新しい技術に対応した研究開発を推進し、「ガラスの力」でより良い社会づくりに貢献していきます。

[主な研究開発拠点]

European Technical Centre:
Lathom（英国）

[共同研究パートナー]

創業以来、イノベーションはNSGグループの根幹です。発明と絶え間ない進歩により、最先端のガラス製品が
生み出されました。一方で、単に製品の機能強化だけでなく、気候変動、健康、デジタル化など、私たちを取り巻く
多くの課題に対処するためのガラスのあり方にも焦点を当てています。
研究開発部門は、グローバルに展開し、多様な人材により未来への課題に取り組んでいます。

●組成技術
●溶融技術
●フロート技術

●CVDコーティング技術
●スパッタコーティング技術
●ゾルゲルコーティング技術

●造形技術
●合せ技術
●ガラスアンテナ技術
●プリント技術
●機能性コーティング

●化学分析
●物理分析
●原料評価
●流体・構造・光学シミュレーション
●AI・MI

R&D Technical Center :  
Northwood（米国）

技術研究所（兵庫県伊丹市）
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サステナビリティ活動

事業を通じて
人と社会に
継続的に向き合う

（公財）日本板硝子材料工学助成会 研究助成金贈呈式

[学術支援]
（公財）日本板硝子材料工学助成会は、日本板硝子株式会社の創

立60周年を記念して、無機材料の学術及び技術の発展に寄与する

ことを目的に1979年に設立されました。助成会では累計で1,566件

の研究に対して総額19.8憶円の助成を行っています（2026年4月

現在）。設立以来48年にわたり、当社は助成会の活動支援を通じて

無機材料の学術と技術の発展を応援しています。

[環境]
気候変動対策をはじめとする環境問題への取り組みは、NSG

グループにおいても最重要課題の一つです。

2022年に当社グループは、2050年までのカーボンニュートラル

達成を宣言し、この達成に向けて設定した2030年までのCO²
削減目標は、日本のガラス製造業で初めてSBTイニシアティブ

（SBTi）認証を受けました。

世界初の水素エネルギーによる建築用ガラス製造実験成功や、

世界初のバイオ燃料を100%利用したフロートガラス製造、板ガ

ラス業界として欧州初となるカーボンキャプチャーの実証実験な

ど、目標達成へ向けた様々な意欲的な取り組みも進めています。

このような取り組みにより、昨年はC D P *の気候変動で最高

評価の「Aリスト」企業として選定されました。

さらに、高断熱ガラスや太陽光発電用ガラスなどの環境貢献

製品の提供を通じて、脱炭素社会の実現に貢献します。

*企業の環境情報開示を評価する国際的なNGO

当グループにとって、人材が最も大切な資産であり、従業員の健

康と安全は、事業を推進するうえで中核となるものです。

NSGグループでは、毎年10月前後に「安全の日」を設け、全ての

従業員の安全について考える日としています。

安全に関するイベントの他、メンタルヘルスと健康の促進に焦点

をあて、従業員のメンタルヘルスに対する問題意識向上のため

の活動も行っています。 

「安全の日」の活動例

[安全の日][人材]
グループ戦略方針の一つとして「Diverse Talent」を掲げ、2030年

までにグループ全体の女性管理職比率を30%とすることを目標とし

ています。日本においては、従業員の仕事と子育ての両立を支援し、

高い基準を満たしたことから、2019年に優良な子育てサポート企

業として「プラチナくるみん認定」を取得しました。さらに、男性の

育児休業取得推進、介護と仕事の両立支援、障がい者雇用の推進、

LGBTQ+へのサポートなど、多様で包括的なチームづくりに取り組

んでいます。また、Our Visionの実現に

向けた人材戦略の一環としてタレントマ

ネジメントシステムを導入し、グローバ

ル共通の各種制度に基づいて、従業員

のパフォーマンス管理や人材育成を進め

ています。
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継続的に向き合う

[学術支援][環境]

NSGグループが取り組むマテリアリティ

NSGグループは、中長期的な企業の持続的成長と持続

的社会の実現への貢献を両立するために認識すべき重

要課題として、「経営の基本となる要素」と「競争力の根

源となる要素」からなるマテリアリティを設定しています。

健康と安全

●強力なリーダーシップの下、全員が安全を価値と考え、安
全な職場づくりに協力する安全文化が醸成されている

●すべてのリスクが適切に管理されている
●特に重要なリスクについては、高いレベルの管理が行
われている

●デジタル技術の使用により、管理レベルを大幅に向
上する

社会シフト・
イノベーション

ヒューマン
キャピタル

倫理・
コンプライアンス

●倫理・コンプライアンス（E&C）プログラムの定期的な
改善によりグループリスクに対処し、ステークホル
ダーとのパートナーシップと信頼を獲得する

●持続可能なサプライチェーン戦略を実施し、環境と社
会への悪影響を最小限に抑え、イノベーションを促進
し、廃棄物とリスクを削減し、NSGのブランドを高める

●顧客満足は、当社グループの中核的な使命であり続
ける

●より高度な自動化とデジタル化をプロセスに取り入
れることにより、安全で高品質な製品とサービスの提
供を強化する

●持続可能なプロセスを導入して環境に配慮した製品
を生産し、脱炭素社会と循環型社会に積極的に貢献
することで、ステークホルダーの期待を超える

●NSG独自のガラス技術を強みに、ステークホルダー
の皆様から信頼されるパートナーとなり、持続可能な
社会の実現に貢献することを目指す

従業員に対する提供価値:
グローバルに一貫した雇用者ブランドにより、NSGを競
合他社と差別化し、各地域での適応を可能にするとと
もに、特徴的で希望と信頼性のある価値提供を目指す
DE&I（ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョン）:
●誰もがベストを尽くせるインクルーシブな組織となる
（BeYourselfAtWork 活動 ）
●外部機関からの受賞に値するリーダーとして認められる

安全で高品質な
製品・サービス

環境

2030年3月期 目指す姿項目
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